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審 査 の 結 果 の 要 旨
　この研究は，最近になって整備されてきた高解像度の客観解析データを使い，新たに開発した新しい手法
により，東アジアにおける低気圧発生の地域分布や季節変化などの気候学的特徴の詳細を明らかにした。そ
の結果，過去の研究では得られなかった，山岳や海岸などの地形と低気圧の発生頻度の関係が明確になった
ことは，大きな成果として評価できる。この成果は，数値予報モデルの解像度や計算範囲を設計する上で有
益な示唆を与える可能性がある。また発生地域によって，低気圧の発達過程や寿命に違いがあることを示し
たことにより，それぞれの低気圧の発達のメカニズムの解明に糸口を与えるものであり，学位論文にふさわ
しい価値があると判断できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
